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令 和 ８ 年 度 第 １ 回 岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 要 旨  

 

１  日 時 令 和 ８ 年 ７ 月 ６ 日 （ 月 ） 午 後 ３ 時 ０ ０ 分 ～ 午 後 ４ 時 ３ ０ 分  

 

２  場 所 岡 山 市 役 所 議 会 棟 ３ 階  第 １ 会 議 室  

 

３  出 席 委 員  万 代 氏 （ 香 山 委 員 代 理 ） 、 櫻 井 委 員 、 橋 本 委 員 、  

日 高 委 員 、 福 田 委 員 、 藤 原 委 員 、 頼 定 委 員  

 

４  出 席 職 員  女 性 が 輝 く ま ち づ く り 推 進 課  大 下 課 長 、 川 上 課 長 補 佐 、 高 畑 副 主 査  

 

５  傍 聴 者 な し  

 

６  議 事 

１ （ １ ）  座 長 、 副 座 長 の 選 任 に つ い て  

（ ２ ）  令 和 ８ 年 度 女 性 活 躍 推 進 に 関 す る 取 組 ・ 事 業 に つ い て  

（ ３ ）  第 ６ 次 さ ん か く プ ラ ン の 策 定 に つ い て  

  ２   そ の 他  

 

７  配 付 資 料  

資 料 １  岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 名 簿  

資 料 ２  岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 設 置 規 約  

資 料 ３  令 和 ８ 年 度 女 性 活 躍 推 進 に 関 す る 取 組 ・ 事 業  

資 料 ４  第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン 成 果 指 標 の 進 捗 状 況  

資 料 ５  第 ６ 次 さ ん か く プ ラ ン に 向 け た 課 題  

資 料 ６  さ ん か く プ ラ ン 新 旧 対 照 表 （ 案 ）  

（ 参 考 資 料 ） 男 女 共 同 参 画 に 関 す る 市 民 意 識 ・ 実 態 調 査 、  

女 性 活 躍 及 び ワ ー ク ・ ラ イ フ ・ バ ラ ン ス に 関 す る 企 業 調 査  概 要 版  

第 ５ 次 さ ん か く プ ラ ン 冊 子  

（ 岡 山 県 よ り ） 令 和 ８ 年 度 岡 山 県 男 性 育 児 休 業 取 得 促 進 奨 励 金 制 度 概 要 チ ラ シ  

・ セ ミ ナ ー チ ラ シ  

  

８  会 議 の 状 況  

  議 事 １ （ １ ） 座 長 、 副 座 長 の 選 任 に つ い て    

岡 山 市 女 性 活 躍 推 進 協 議 会 設 置 規 約 第 ４ 条 第 １ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 座 長 に 藤 原 委 員 、

副 座 長 に 日 高 委 員 を 選 任 。  

 

議 事 １ （ ２ ） 令 和 ８ 年 度 女 性 活 躍 推 進 に 関 す る 取 組 ・ 事 業 に つ い て  

【 岡 山 県 】  

（ 女 性 活 躍 推 進 事 業 ）  

・ 企 業 で 働 く 女 性 を 応 援 す る キ ャ リ ア ア ッ プ 講 座 と し て 、 企 業 等 で 働 く 女 性 に 対 し て 、 キ

ャ リ ア 意 欲 の 向 上 や ネ ッ ト ワ ー ク 構 築 等 を 支 援 す る た め 、 リ ー ダ ー 候 補 向 け ・ 管 理 職 向

け の 連 続 講 座 や 交 流 会 を 実 施 予 定 。  

・ 企 業 等 で の 女 性 の 育 成 ・ 登 用 を テ ー マ に 、 経 営 層 向 け の シ ン ポ ジ ウ ム を 今 年 度 か ら 開

催 。 １ １ 月 ４ 日 に 開 催 予 定 。  

・ 大 学 生 の キ ャ リ ア デ ザ イ ン 講 座 に つ い て 、 昨 年 度 は 川 﨑 医 療 福 祉 大 学 、 岡 山 県 立 大

学 、 美 作 大 学 で 開 催 。 今 年 度 は 、 岡 山 大 学 と 山 陽 学 園 大 学 を 追 加 し 、 ５ 大 学 で １ ０ 月 ～

２ 月 頃 開 催 予 定 。  

・ 女 性 の キ ャ リ ア 形 成 応 援 事 業 と 女 性 活 躍 推 進 員 の 配 置 ・ 啓 発 事 業 は ウ ィ ズ セ ン タ ー で

の 事 業 。 女 性 活 躍 推 進 員 に よ る 啓 発 事 業 に つ い て 、 昨 年 度 は 市 町 村 で 出 前 講 座 を ３ ５
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回 実 施 し 、 １ ６ ９ ０ 名 受 講 さ れ た 。 今 年 度 も 引 き 続 き 実 施 予 定 。  

（ 男 性 育 児 休 業 取 得 等 促 進 事 業 ）  

・ 企 業 に 対 す る 奨 励 金 事 業 と そ の 受 給 要 件 と な る 経 営 者 向 け セ ミ ナ ー 、 優 良 事 例 の 横

展 開 事 業 を 実 施 す る 予 定 。 昨 年 度 の 経 営 者 向 け セ ミ ナ ー は 、 ４ ６ ８ の 企 業 か ら ５ ２ ６ 名

受 講 さ れ た 。  

 

【 連 合 岡 山 東 部 地 域 協 議 会  岡 山 地 域 連 絡 会 】  

・ 女 性 委 員 会 の 取 組 と し て 、 ふ れ あ い メ ー デ ー に て 女 性 委 員 会 の 取 り 組 み を パ ネ ル で

紹 介 し 、 パ ン を 販 売 し な が ら バ ラ の コ サ ー ジ ュ を 提 供 し た 。  

・ ６ 月 ９ 日 ～ １ ０ 日 に 実 施 し た 「 女 性 の た め の 連 合 全 国 一 斉 集 中 労 働 相 談 ホ ッ ト ラ イ ン 」

で は 、 ２ 日 間 で ２ １ 件 の 相 談 が あ り 、 そ の う ち １ ５ 件 が 女 性 か ら の 相 談 で あ っ た 。 ま た 、 介

護 職 の 方 の 相 談 が 多 か っ た 。  

・ ６ 月 １ ３ 日 に 「 パ ー ト ナ ー シ ッ プ フ ォ ー ラ ム 」 を 開 催 し た 。 そ の 中 で 、 来 年 に は 統 一 地 方

選 挙 が あ り 、 女 性 の 立 候 補 者 が 少 な い 現 状 を 踏 ま え 、 模 擬 投 票 等 を 行 っ た 。  

 

【 ち ゅ う ぎ ん フ ィ ナ ン シ ャ ル グ ル ー プ 】  

・ 第 ３ 期 女 性 未 来 塾 に つ い て 、 次 世 代 リ ー ダ ー の 育 成 を 目 的 に 、 女 性 の 主 任 層 、 上 級

職 層 を 対 象 に 、 １ 年 間 を 通 し て マ イ ン ド を 中 心 と し た 外 部 講 師 に よ る 研 修 を 行 う 。 受 講

者 か ら は 、 今 ま で は 上 を 目 指 す つ も り は な か っ た が 私 も 目 指 し た い 気 持 ち に な っ た 等 の

意 見 が あ り 、 引 き 続 き 実 施 予 定 。  

・ 毎 年 ７ 月 第 ２ 金 曜 日 に 、 所 属 長 全 員 を 対 象 と し 、 今 年 度 は 「 イ ク ボ ス 」 を テ ー マ に 外 部

講 師 に よ る D & I フ ォ ー ラ ム を 対 面 開 催 。 Z o o m を 使 用 し 、 誰 で も 参 加 可 能 と し て い る 。  

・ 男 性 育 休 の 取 得 に つ い て は 、 平 均 ２ ０ 日 を 超 え て き て い る 。 引 き 続 き 、 分 割 取 得 や 上

司 の 意 識 づ け を し 、 女 性 と 同 様 に 取 得 で き る よ う に 働 き か け て い く 。  

 

【 岡 山 市 】  

・ き ら り と 認 証 に つ い て 、 令 和 ８ 年 ３ 月 ３ １ 日 時 点 で １ ４ ９ 社 の 認 証 。 令 和 ７ 年 度 の 新 規 認

証 は １ ９ 件 で あ っ た 。 引 き 続 き 、 認 証 制 度 の 認 知 向 上 を 図 る 。  

・ 女 性 活 躍 に 向 け た ト ー タ ル サ ポ ー ト 事 業 に つ い て 、 現 在 協 議 中 で は あ る が 、 対 面 で の

セ ミ ナ ー ２ 種 類 と 、 個 別 相 談 を 受 け る 体 制 を と る 予 定 で あ る 。 女 性 の た め の デ ジ タ ル 人

材 育 成 お よ び 就 労 支 援 事 業 で は 、 Ｅ ｘ ｃ ｅ ｌ 関 数 や ノ ー コ ー ド ア プ リ を 学 ぶ 講 座 を 開 催 す

る と 同 時 に 、 個 別 相 談 や マ ッ チ ン グ 等 を 通 じ 、 希 望 す る 形 で 就 労 で き る よ う 一 貫 し た 支

援 を 実 施 。  

・ 女 性 起 業 家 育 成 支 援 事 業 は 令 和 ７ 年 度 か ら 開 始 し た が 、 参 加 者 か ら 好 評 だ っ た た

め 、 今 年 度 も 新 た な 内 容 ・ 講 師 で セ ミ ナ ー 等 実 施 予 定 。  

・ 今 年 度 も 就 実 大 学 （ ７ 月 １ ５ 日 開 催 ） 、 ノ ー ト ル ダ ム 清 心 女 子 大 学 （ 秋 頃 開 催 予 定 ） で

大 学 生 の た め の キ ャ リ ア 形 成 応 援 事 業 を 実 施 。  

・ 令 和 ８ 年 ４ 月 １ 日 に 「 岡 山 市 特 定 事 業 主 行 動 計 画 」 を 改 定 。 誰 も が そ れ ぞ れ の ラ イ フ ス

テ ー ジ で 力 を 発 揮 で き る 市 役 所 の 実 現 を 目 的 と し 、 ５ つ の 数 値 目 標 を 定 め て い る 。  

 

【 N P O 法 人 輝 く マ マ 支 援 ネ ッ ト ワ ー ク ぱ ら マ マ 】  

・ 女 性 を 対 象 と し た 体 験 型 イ ベ ン ト を ５ 月 １ ６ 日 に 開 催 。 我 慢 し な い １ 日 を 過 ご す た め 、

女 性 の 健 康 課 題 等 を 解 決 ・ 相 談 で き る ブ ー ス を 開 き 、 女 性 に 体 験 し て も ら っ た 。 好 評 の

た め 、 第 ２ 回 目 の 開 催 に 向 け て 準 備 を 進 め て い く 。  

・ 市 民 協 働 事 業 と し て は 、 前 期 と 後 期 の 年 ２ 回 、 女 性 の 健 康 課 題 に つ い て の セ ミ ナ ー を

開 催 。  

・ 健 康 経 営 優 良 法 人 の 取 得 の サ ポ ー ト を し て い る な か で 、 女 性 の 健 康 課 題 に つ い て ど う

よ う な 取 組 を し た ら い い か わ か ら な い 、 当 事 者 の 女 性 自 身 の ヘ ル ス リ テ ラ シ ー が 低 い な

ど の 課 題 が 見 え て く る 。  
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【 就 実 学 園 】  

・ 一 般 事 業 主 行 動 計 画 の 目 標 １ に つ い て 、 昨 年 度 の 実 績 は ４ ３ ． ８ ％ 。 目 標 ２ に つ い て

は 昨 年 度 か ら 本 格 的 に 取 り 組 ん で い る た め 、 今 年 度 以 降 成 果 が 出 る と 考 え て い る 。  

・ 「 子 育 て 応 援 ア カ デ ミ ー 」 と し て 、 教 育 学 部 を 中 心 に 「 親 子 ふ れ あ い タ イ ム 」 を 月 １ 回 開

催 し 、 未 就 学 児 と 保 護 者 が 参 加 。 最 近 は 父 親 の 参 加 が 増 え て い る 印 象 。  

 

【 岡 山 商 工 会 議 所 】  

・ 創 業 ス ク ー ル は 平 成 １ ７ 年 度 か ら 毎 年 開 催 し て お り 、 今 年 度 は 全 ５ 回 開 催 。 創 業 に 関

す る 基 礎 知 識 の 習 得 や ビ ジ ネ ス プ ラ ン の 発 表 会 を 予 定 。 近 年 女 性 の 参 加 者 が 増 え て お

り 、 今 回 の 参 加 者 ２ ６ 人 中 １ ７ 人 が 女 性 。  

 

＜ 主 な 意 見 、 質 問 等 ＞  

・ 女 性 活 躍 推 進 は 産 学 官 一 体 で 取 り 組 む こ と に よ り 効 果 が 出 る と 考 え る 。 仕 事 を し な が

ら 育 児 を す る と い う 意 識 が 女 性 側 に あ っ て も 、 パ ー ト ナ ー の 職 場 が 昭 和 の 働 き 方 だ と 女

性 活 躍 推 進 は 実 現 で き な い 。 ま た 、 女 性 な ら 料 理 く ら い で き た ほ う が い い 、 女 性 は 長 く

働 か な い 等 の 価 値 観 を も っ た 学 生 も い る の で 、 産 学 官 が 連 携 し て 取 り 組 ん で い く こ と が

有 効 だ と 思 う 。  

・ 女 性 の 再 就 職 支 援 を し て い る 立 場 か ら み る と 、 昔 と 比 べ た ら す ご く 働 き や す く な っ て い

る た め 、 働 き 続 け る か ど う か は 女 性 の 意 識 の 部 分 も 影 響 し て い る 。 教 育 や 両 親 ・ 祖 父 母

の 姿 を 見 て 、 働 く こ と に 対 し て の 意 識 は 形 成 さ れ る と 思 う 。  

・ 男 女 と も に 働 き や す さ の 面 で は 整 っ て き て い る 。 ま た 、 若 い 世 代 で は 男 女 関 係 な く と い

う 意 識 が 根 付 い て い る よ う に 感 じ る 。 女 性 管 理 職 比 率 に つ い て の 課 題 は 、 今 ま で の 性 別

で の 職 務 経 験 が 関 係 し て い る こ と も あ る た め 、 こ こ 数 年 を 乗 り 越 え る と 変 わ っ て く る と 思

う 。  

・ 市 内 中 小 企 業 の 多 く が 男 性 の 多 い 製 造 業 で あ り 、 女 性 を 受 け 入 れ る 職 場 環 境 が 整 っ

て い な い 企 業 も あ る 。 人 手 不 足 が 深 刻 化 し て い く 中 、 女 性 に 活 躍 し て も ら う た め に 職 場

環 境 の 整 備 が 必 要 で あ る こ と を 伝 え て い る 。 男 性 育 休 の 取 得 は 進 ん で い る よ う だ が 、 残

っ た 人 の 業 務 負 担 等 に つ い て は 問 題 提 起 が な さ れ て い る の が 現 状 で あ る 。 こ ち ら も 環

境 整 備 が 必 要 と 思 わ れ る 。 ま た 、 例 え ば 、 子 育 て 中 の シ ン グ ル マ ザ ー の 方 は 、 時 間 等 の

制 約 が あ り 就 き た い 仕 事 に 就 く こ と が で き な い 、 資 格 を 取 る た め の ス ク ー ル に 通 い た く

て も 条 件 が あ わ な い 、 支 援 を 受 け る た め に は 何 度 も 相 談 に 行 か な い と い け な い な ど 、 さ

ま ざ ま な ハ ー ド ル が あ る 。 そ う い っ た 若 い 女 性 も ど ん ど ん 活 躍 で き る よ う な 支 援 が 必 要 だ

と 感 じ て い る 。  

・ 大 学 生 が 就 職 先 を 決 め る と き 、 親 の 意 見 を 参 考 に し て い る こ と が 多 い と 聞 い た の で 、

親 世 代 に 対 し て も 、 女 性 活 躍 や 性 別 役 割 分 担 意 識 の 解 消 に つ い て 訴 え か け る 方 法 を 模

索 し て い る 。  

・ 製 造 業 で の 職 場 環 境 整 備 が 必 要 と の こ と だ が 、 実 際 、 工 業 高 校 で は 女 性 が 増 え て き

て お り 、 専 門 分 野 で の 人 材 育 成 が 進 ん で い る 印 象 を 受 け た の で 、 職 場 環 境 整 備 は 本 当

に 必 要 だ と 思 う 。 女 性 が 働 き や す い 職 場 環 境 整 備 に 対 し て の 国 や 県 か ら の 助 成 制 度 に

つ い て 、 内 容 の 幅 を 広 げ た り 、 よ り 周 知 を し て い た だ き た い 。 ま た 、 育 児 休 業 を 取 得 し た

際 の バ ッ ク ア ッ プ 体 制 は 、 今 後 重 要 に な っ て く る 。 誰 で も 対 応 で き る よ う な マ ニ ュ ア ル 化

や 、 休 む 人 だ け で な く 周 り の 人 へ の 助 成 制 度 等 の メ リ ッ ト を 充 実 さ せ て 、 そ の う え で 普 及

さ せ て い く 必 要 が あ る と 感 じ て い る 。  

 

議 事 １ （ ３ ）  第 ６ 次 さ ん か く プ ラ ン の 策 定 に つ い て  

資 料 ４ ～ ６ に つ い て 事 務 局 か ら 説 明 。  

 

＜ 主 な 意 見 、 質 問 等 ＞  

・ 生 涯 を 通 じ た 健 康 支 援 を 柱 Ⅱ （ 安 心 し て 暮 ら せ る 社 会 ） か ら 柱 Ⅰ （ 性 別 等 に か か わ ら
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ず 、 人 権 や 個 人 の 生 き 方 が 尊 重 さ れ る 社 会 ） に 変 更 し た 理 由 は 。  

→ 内 閣 府 の 第 ６ 次 男 女 共 同 参 画 基 本 計 画 で は 、 女 性 だ け で な く 男 性 も 含 め て 、 「 ウ ェ ル

ビ ー イ ン グ 」 と し て 重 視 し て お り 、 健 康 課 題 は 個 人 だ け の 問 題 で は な く 、 社 会 全 体 と し て

の 問 題 と し て 捉 え ら れ て い る 。 個 人 の 生 き 方 を 尊 重 し 、 包 括 的 な 支 援 を 実 施 す る た め 、

柱 Ⅰ が ふ さ わ し い と 考 え て い る 。  

→ 内 閣 府 の 骨 太 方 針 で は 、 女 性 活 躍 推 進 の 中 で 健 康 課 題 に 取 り 組 む べ き と 示 し て い る

が 、 体 系 （ 案 ） の 柱 Ⅲ で は 健 康 と い う 言 葉 に 触 れ ら れ て い な い の は ど う し て か 。  

→ 第 ６ 次 さ ん か く プ ラ ン は ５ 年 間 の 計 画 に な る た め 、 基 本 的 に は 第 ６ 次 男 女 共 同 参 画 基

本 計 画 を 参 考 に し つ つ 、 骨 太 方 針 も 把 握 し な が ら 進 め て い く 。 体 系 （ 案 ） は 資 料 ６ の と

お り だ が 、 基 本 目 標 や 施 策 は 複 雑 に 絡 み 合 っ て い る （ 柱 Ⅲ に も 関 係 が あ る ） た め 、 具 体

的 な 施 策 や 事 業 の 部 分 で 、 そ れ ぞ れ 必 要 な 内 容 を 記 載 し て い く こ と と な る 。 ご 意 見 を 踏

ま え て 検 討 さ せ て い た だ く 。  

→ 健 康 課 題 に つ い て は 、 言 葉 で 明 記 し て い た だ き た い 。  

・ 「 ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス へ の 気 づ き 」 は 非 常 に 難 し い と 思 う 。 ５ ０ 代 以 上 の 世 代 は 固

定 的 な 性 別 役 割 分 担 意 識 が ま だ 残 っ て い て 、 そ の 子 ど も も そ の よ う な 意 識 を 持 っ て し ま

う 。 最 近 の カ ス ハ ラ 対 策 で は 、 あ ら ゆ る 場 所 で ポ ス タ ー 等 を 見 か け る こ と に よ り 、 み ん な

が 意 識 し は じ め て い る 。 「 ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス へ の 気 づ き 」 も 、 気 運 を 高 め て い く 施

策 が 必 要 で あ る 。  

→ 企 業 の 意 識 も 変 わ ら な い と 、 就 職 し て も ら え ず 、 地 元 に そ の よ う な 企 業 が な い と 、 若 い

世 代 は 大 都 市 圏 に 行 っ て し ま う 。 社 会 の 流 れ か ら も 、 変 わ ら な い と い け な い の だ が 、 い

ろ ん な 方 法 で 周 知 を し 、 啓 発 し 続 け る し か な い の か な と 思 う 。  

→ ア ン コ ン シ ャ ス ・ バ イ ア ス だ か ら そ も そ も 気 づ い て い な い 。 積 極 的 に 気 づ か せ る 活 動 も

必 要 だ と 思 う 。  

・ 今 後 の プ ラ ン 策 定 に 関 す る ス ケ ジ ュ ー ル は 。  

→ 岡 山 市 男 女 共 同 参 画 専 門 委 員 会 を 中 心 と し 、 こ の 協 議 会 や 庁 内 、 議 会 等 の 意 見 照

会 を し な が ら 進 め て い く 。 次 回 会 議 で 、 素 案 を お 示 し し 、 第 ３ 回 会 議 で 最 終 案 を お 示 し

す る 予 定 。  

 

 

そ の 他   

・ 次 回 会 議 は １ １ 月 の 予 定 。  


